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 陸前高田市の思春期講演会は 14 日夜、高田町の市コミュニティホールで開かれた。市ノーマライゼーション

大使で、ヘルスプロモーション推進センター（オフィスいわむろ）代表の医師・岩室紳也さんが講師を務め、中

高生らのコミュニケーションの実態や関わり方などについて保護者らに説き、若者が生きる力を養うための考え

方を伝えた。 

 市内の子育て世代や市子ども子育て課、保健課職員ら約 20 人が出席。 

 岩室さんは自治医科大医学部を卒業後、神奈川県立厚木病院などで勤務。若者への性教育や「いのちとこころ」

の支援対策などに力を入れ、震災後は陸前高田市の地域包括ケアアドバイザー、ノーマライゼーション大使とし

て被災地支援にも当たっている。 

 講演の中で岩室さんは、現代の中高生の実態を紹介。「いまの子どもは、あいさつが当たり前のようにできず、

ＳＮＳが普及したことでコミュニケーションの取り方も変わった。耳から入る情報がコミュニケーションの基本

で、会話などを通じた人とのつながりや育まれる絆こそ、自立につながり、ストレスを耐え抜く生きる力につな

がる」と訴えた。 

 若者が居場所がないと感じ、他人とのつながりを求めて性行為を続けたり、依存できる他人がおらず、薬物に

手を染めるケースも説明。 

 「人との本来の関わり合い方を伝えると、ちゃんと分かってくれる。いまの親はわが子を失敗させないように、

傷つかせないようにと過度に守っている」と指摘した。 

 参加者は真剣な面持ちで傾聴。終了後は、市被災地絆づくりアドバイザーで、岩手医科大衛生学助教の佐々木

亮平さんを座長とした座談会もあり、参加者が講演の感想を述べ合うなどした。 


